
今
年
度
は
じ
め
て
の
研
究
会
を
４
月
２
０
日

（
土
）
に
行
い
ま
し
た 

。 

左から和田 肥塚 内田 四井 尾崎 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                    

 

① 

松
崎
の
「
御
用
日
記
」 

安
政
四
年
、
邦
之
助

が
家
老
職
に
就
い
た

祝
い
事
を
記
録
し
た

も
の
を
読
む
。
そ
の
当

時
の
松
崎
陣
屋
の
留

守
居
役
は
堀
喜
左
衛

門
と
日
々
又
左
衛
門

の
２
名
と
あ
る
の
で
、
喜
左
衛
門
は
堀 

深
見
と

同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
第
５
回
研
究
会
（ 

 
 

湯
梨
浜
）
で
の
資
料
を
も
う
一
度
学
び
ま
し
た
。 

 

② 

鳥
取
藩
士
で
あ
る
堀 

正
の
妻
に
な
っ
た
の
は
、

堀 

深
見
の
二
女
で
あ
る
と
、
正
の
除
籍
簿
に 

書
い
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

③ 

小
鹿
谷
の
藤
井
仁
平
氏
（
甚
平
は
間
違
い
）
の

夫
人
、
き
そ
さ
ん
は
か
た
の
乳
母
で
あ
っ
た
。

碧
川
企
救
男
が
明

治
４
５
年
に
乳
母

に
会
っ
た
こ
と
を

『
拾
有
七
年
』
に

書
い
て
い
る
。
こ

の
乳
母
の
存
在
か

ら
か
た
は
湯
梨
浜

（
旧
松
崎
）
で
生

ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ

る
。 

④ 

堀
正
の
除
籍
簿
に
よ

る
と
、
住
所
は
東
町

九
拾
弐
番
屋
敷
で
あ

る
が
、
長
男
の
堀
武

司
の
除
籍
簿
は
東
町

百
四
拾
四
番
地
弐
と

あ
る
。 

明
治
前
中
期
の
地
図
で
今
回
初
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鳥
取
市
の
地
籍
に
詳
し

い
Y
さ
ん
は
「
そ
こ
に
は
園
遊
会
が
で
き
る
く

ら
い
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
」
と
話

し
た
。 

 

⑤ 

か
た
は
東
京
帝
国
大
学
看
護
婦
養
成
所
へ
は

明
治
２
８
年
１
１
月
に
入
学
し
、
翌
年
の
１
１

月
２
７
日
に
卒
業
し
た
第
５
回
生
と
な
る
こ

と
が
資
料
に
よ
り
わ
か
っ
た
。
最
初
に
桜
井
女

学
校
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
の
を
１
回
と

数
え
れ
ば
で
あ
る
。 

桜

井

女
学
校

の
６
人

は
日
本

で
初
め

て
の
洋

装
の
ナ

ー
ス
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

    

４
月
２
３
日
（
火
）
、
た
つ
の
市
議
会
角
田

つ

の

だ 

勝
ま
さ
る 

議
長
、
名
村

な

む

ら

嘉
洋

よ
し
ひ
ろ

副
議
長
が
鳥
取
市
議
会
に
来
ら

れ
、
山
田
延
孝
議
長
に
ド
ラ
マ
化
へ
の
協
力
依
頼

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
日
「
碧
川
か
た
を
朝
ド

ラ
の
主
人
公
に
す
る
会
」
に
属
す
る
た
つ
の
市
の

女
性
市
議
の
肥 こ

え

塚 づ
か

康
子
・
和
田
み
な
さ
ん
が
「
か

た
研
究
会
」
の
私
た
ち
と
お
互
い
の
活
動
の
情
報

交
換
を
し
ま
し
た
。 

た
つ
の
市
役
所
で
は
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
い
る
こ

と
、
三
木
露
風
の
い
た
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
あ

る
北
斗
市
訪
問
も
予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
鳥

取

で
の
今
ま
で
の

活
動
と
今
年

度

の

予

定

も
情
報
交

換
し
ま
し

た
。 市

ど

う

し
の
つ
な

が
り
で
朝
ド

ラ
が
実
現
す

る
こ
と
を
願
い

た
い
と
い
う
両
者
の

想
い
、
ま
さ

に
か
た
を
通
じ
て
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

「
わ
ら
べ
館
も
良
か
っ
た
、
三
木
露
風
展
に
ま

た
来
た
い
」
と
言
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
四
井
） 
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た
つ
の
市 

女
性
市
議
と
の
交
流 



                   

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
田
克
彦 

 
 
 
 
 

 
 

 
（
前
号
よ
り
続
く
） 

 

 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年 

二
月
六
日
、
婦
人
参
政
三
派
連
合
会
は
、
期
成
同
盟 

会
の
招
待
を
受
け
、
第
五
〇
回
帝
国
議
会
に
対 

す
る
運
動
は
、
期
成
同
盟
会
、
婦
人
参
政
同 

盟
の
三
者
に
よ
る
共
同
歩
調
で
行
う
こ
と
を 

決
め
る
。
（
同
十
日
付
読
賣
新
聞 

「
合
併 

し
た
さ
を
胸
に
秘
め
て 
女
政
社
三
団
体
打 

合
せ
の
会 

美
粧
院
で
議
会
対
策
」
を
見
出 

し
に
し
て
、
一
一
日
の
会
議
の
予
告
記
事
が 

掲
載
さ
れ
る
。
「
期
成
同
盟
を
除
い
た
他
の
二 

派
は
団
体
が
小
さ
い
の
で
同
盟
に
対
し
て
や 

ゝ
も
す
れ
ば
楯
を
突
か
う
と
す
る
感
情
も
あ 

る
」)  

同
一
一
日
、
三
者
が
集
ま
り
、
議
会
に
提
出
す
べ
き 

 
 

議
案
を
相
談
。
（
同
十
二
日
付
読
賣
新
聞
「 

頭
だ
け
揃
え
て
議
会
え
黄
い
声 

合
併
は
物 

 
 

に
な
ら
ず
運
動
は
一
緒
に 

婦
人
団
体
三
派 

 
 

の
打
合
せ
」
を
見
出
し
に
し
て
、
会
議
を
取 

 
 

材
し
た
記
事
が
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
る
。
） 

同
一
四
日
、
演
説
会
を
開
く
。
弁
士
の
一
人
と
し 

 
 

て
演
説
。 

二
月
頃
、
高
橋
千
代
と
一
緒
に
、
内
務
省
参
事
官 

 
 

に
面
会
。 

三
月
一
〇
日
「
婦
人
参
政
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
が 

 
 

上
程
さ
れ
、
「
婦
人
デ
ー
」
と
し
て
婦
人
傍 

 
 

聴
者
が
三
九
〇
余
人
に
の
ぼ
っ
た
。
吉
良

き

ら

代 

 
 

議
士
は
質
問
中
「
婦
選
運
動
者
は
、
禽
獣
に 

 
 

等
し
き
不
節
操
な
る
女
」
と
発
言
。 

同
一
二
日
、
吉
良
代
議
士
と
議
員
会
館
で
面
会
。 

同
二
五
日
、
建
議
案
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
。 

 
 

（
※
四
月
一
九
日
、
「
婦
人
参
政
権
獲
得
期 

 
 

成
同
盟
会
」
が
「
婦
選
獲
得
同
盟
」
と
改
称
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

五
月
十
五
日
付
読
賣
新
聞
の
「
お
茶
う
け
」
欄
に
、 

次
の
記
事
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。 

 
 

「
婦
選
獲
得
同
盟
と
婦
人
参
政
同
盟
そ
れ 

 

に
婦
人
三
派
連
合
、
こ
の
三
つ
が
帝
都
の
婦 

人
参
政
運
動
を
す
る
団
体
だ
が
、
う
ち
婦
人 

三
派
連
合
と
は
西
川
文
子
さ
ん
の
婦
人
社
会 

問
題
研
究
会
、
碧
川
か
た
子
さ
ん
の
婦
人
禁 

酒
会
、
河
本
亀
子
さ
ん
の
婦
人
保
護
協
会
の 

結
合
◇
と
こ
ろ
が
西
川
さ
ん
は
阿
佐
ヶ
谷
へ 

引
き
込
ん
で
か
ら
は
万
事
を
鷲
尾
よ
し
子
さ 

ん
に
一
任
し
自
分
は
一
生
懸
命
で
女
学
生
の 

寄
宿
寮
の
建
設
運
動
に
か
か
り
大
い
に
舎
監 

ぶ
り
を
発
揮
し
て
ゐ
る
又
河
本
さ
ん
は
若
い 

燕
と
一
緒
に
下
谷
新
坂
本
に
納
ま
り
小
間
物 

屋
の
お
か
み
に
な
り
す
ま
し
て
し
ま
ふ
◇
残 

る
碧
川
さ
ん
つ
く
づ
く
悲
観
し
て
し
ま
ひ
、 

こ
れ
も
宗
旨
を
か
へ
る
の
か
近
頃
は
す
つ
か 

り
野
一
色
放
射
蒸
熱
治
療
法
と
い
ふ
妙
な
も 

の
に
凝
り
、
白
い
治
療
服
を
着
て
患
者
に
向 

ひ
、
大
い
に
先
生
ぶ
り
を
発
揮
し
て
ゐ
る
、 

い
よ
い
よ
来
月
か
ら
自
宅
で
正
々
堂
々
や
り 

出
す
の
だ
と
」  

 
 
 
 
 

次
号
に
続
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★
わ
ら
べ
館 

生
誕
１
３
０
年
記
念
三
木
露
風
展 

５
月
１
６
日
（
木
）
～
７
月
１
６
日
（
火
） 

 

わ
ら
べ
館
１
階
う
た
の
ひ
ろ
ば
で
展
示
の
他 

 

数
々
の
童
謡
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
要
入
館
料
。 

 

★
６
月
９
日(

日)  

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

 

［
場
所
］
県
立
図
書
館
２
階 

大
研
修
室 

 
 

 

「
鳥
取
県
を
舞
台
に
！
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
を
推

進
す
る
会
」
発
表
会
・
講
演
会
・
総
会
が
あ

り
ま
す
。
た
つ
の
市
の
「
か
た
の
会
発
起
人

代
表
瀧
口
節
子
さ
ん
と
事
務
局
長
西
脇
千
城

さ
ん
が
午
後
３
時
半
か
ら
講
演
さ
れ
ま
す
。

皆
様
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

★
研
究
会
報
を
郵
送
す
る 

 

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今 

 

後
実
費
を
い
た
だ
い
た 

 

方
に
は
、
お
手
元
に
直 

に
会
報
を
お
届
け
し
ま 

す
。
研
究
会
の
受
付
で 

お
申
込
み
込
み
く
だ
さ
い
。 

★
次
の
研
究
会
は 

 
 

［
日
時
］
５
月
２
５
日
（
土
） 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

 
 

［
場
所
］
県
立
図
書
館
２
階 

小
研
修
室 

 
 

「
テ
ー
マ
」
婦
人
参
政
権
運
動(

会
報
７
号 

 
 

を
読
ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

 
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
積
極
的
に 

参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

 たつの市民との「赤とんぼよ 永遠に」決定！ 

今年 11 月 9 日（土）午後 3 時からと、翌 10 日（日）同じく午後 3 時から、たつの市民と鳥取市民 
 

合同で演劇が上映されることが決まりました。鹿野演劇祭の会場です。 

碧
川
か
た
と
婦
人
参
政
権
運
動
と
の
関
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

そ
の
二
） 

関
連
イ
ベ
ン
ト
紹
介 

 

（
さ
て
、
こ
の
頃
か
ら
か
た
の
動
き
が
見

え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。)

 

http://tottorism.pref.tottori.jp/

